
令和 2年度 事 業 報 告 書
生雄塵当里歴勤ム生」幽襲整墨

1 事業の成果

令和 2年度は大田区大森地区を主な活動場所として各事業を展開している。

空手道の普及事業を主な活動としたが、コロナウイルス感染症の影響により、公共施設の利用が

停止してしまい、活動自粛を余儀なくされる時期があった。代替策として、オンライン教材による

空手道指導や現役選手による指導などを実施した。そのほかの事業においては、子ども支援及び福

祉活動を図る事業としてイベントの開催などは小数回に留まってしまったが、次年度の準備期間と

して捉え、ボランティアの募集など人材育成を中心に活動した。

2 事業の実施に関する事項

に る1

定款に記載
された事業名

事業内容 同時 場所
従事者
人数

受益

対象者

範囲

益
象

人
女

受

対
者

委

事業費
(千円)

地域の子ども達を対象に空手
道を通 して礼儀、作法を教
え、変動する社会に適応する
忍耐力を育むことを目的とし
ている。親子参加も受け入れ
ている。

7月 から3

月 までの

月 16回
(う ち

6か月中止)

東京都

大田区

公立

小学校内

7人

東京都

大田区

近隣住民の

子ども達

33人

地域の 60歳以上の高齢者を
対象に健康維持を目的とした
空手教室を開催 している。講
師を空手道段位を持つ、社会
福祉士及び介護福祉士が指導
している。また、万が一に対
応できる看護師も常駐 してい

る。

11月 か ら

3月 ま で

の月 2回
(う ち
10か月中止)

東京都

大田区

公立

小学校内

3～5人

東京都

大田区大森

近隣住民の

高齢者

10人

大田区内

事業所

学校機関

2人

地域の小学校、保育施設より
空手道ワークショップ実施の

依頼を受け、空手道講師を派
遣し、空手道体験ワークショ
ップの
企画及び開催している。

コロナの

為、

依頼・実

施なし

空手道を普
する事業

及

コロナ対策代替策として、首
席師範・現役選手による自宅
でも楽しくできる自主 トレー
ニングをリアルタイム指導及
びオンデマンド教材として提
供・開発していた。

5月 2回
6月 8回

総本部道場

自治体集会

室

4人

東京都

大田区

近隣住民
の子ども達

25人

770

子ども達への
学習支援に関
する事業

小中学生を対象にした学習支
援室を夏季に開催 している。
夏休みの宿題支援や居場所づ

くりを目的として企画・運営
している。

8月

小 中学校

夏季休 業

期間

東京都

大田区

青少年交流
センター内

8人

東京都

大田区大森

近隣住民の

児童

15人 ｎ

）

東京都

大田区

青少年交流

センター内

13人

東京都

大田区大森

近隣住民の

児童

20人 48
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ども達を対象 し、異

して、day
した。

健全育成を目的と
プログラムを開催

地域の子
年齢教育 11月 8日



子ども達の将
来の夢を見出
し、実現を支
援する事業

国際交流の一環として、日本
の子ども達を対象にLAに滞
在するアメリカ 。フランス・
台湾 。中国・韓国・インド・
メキシコ国籍を持つ学生との
オンラインセッションを開催
した。多様な感性の構築を図
った。

11月

東京都

大田区

青少年交流
センター内

13人

東京都

大田区大森

近隣住民の

児童

20人 国

福祉に関する
相談支援事業

初期総合福祉相談
地域の人の福祉 。医療・子育
てに関する相談業務

随時

電話対応ま

たは法人事

務所

3人

東京都

大田区大森

近隣住民の

児童

10人 0



法人名 :NPO法人Ⅵ昴田プラス

1.受取会費
正会員受取会費

賛助会員受取会費

利用者受取会員費

2.受取寄付金

受取寄付金

施設等受入評価益

3.受取助成金等

受取公的助成金

4。 事業収益
①空手道を普及する事業収益

5.その他収益

受取利息
スポーツ保険 (一時預かり)

令和2年  4月  1日 ～ 令和3年  3月  31日 まで
円)

Ⅱ経常費用

1.事業費

(1)人件費

役員報酬

給料手当

福利厚生費

人件費計

② その他経費
通信運搬費

賃借料

地代家賃

印刷製本費

活動費

旅費交通費

諸謝金

会議費

消耗品費

租税公課

水道光熱費

支払手数料

保険料

会場費

交際費

所得税

施設等評価費用

流派登録費

研修費

21,000

0

127,900

3,000

103,200

729,000

64,000

0

36,140
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37,498

57,600

480,000

770

32,793

0
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13,000

0

0

103,200

58,000

3,450
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2.管理費
(1)`メ 、11中11[

`ヒ

|』

ミ,串風百田
給料手当

輌機̈０ 印刷製本費
会議費
消耗品費
租税公課
交通費
図書費
短期借入金返済
備品

交際費
研修費

管理費計
経常費用計

当期正味財産増減額
前期繰越正味財産額

257
1

167



法人名:MЮ法人Ⅵ力Eプラス

令和3年  3月 31日現在
(単位 :円)

鶉l口i鱚l翻l雪:翌lRl蜃l国:甍l圏l翌I�:壼:翼:駆:國

1.流動資産
現金預金 Ａ

〉

167

2.固定資産

固定資産合計
責菫合計

I負債の部
1.流動負債

流動負債合計
2.固定負債

固定負債合計
負債合計

Ⅲ正味財産の部
前期繰越正味財産
当期正味財産増減額

正味財産合計

167,935



令和2年度 計算書類の注記 事 業 報 告 用

特定非営利活動法人 YU雁 プラス
重要な会計方針

計算書類の作成は、 PO法人会計基準
(2010年7月 20日 2011年 11月 20日  2017年 12月 12日 一部改定 MЮ法人会計基準協

`に

よっています。
(1)棚卸資産の評価基準及び評価方法

無し
(2)固定資産の減価償却の方法

無し
(3)引 当金の計上基準
0退職給付引当金
無し

(4)施設の提供等の物的サービスを受けた場合の会計処理
施設の提供等の物的サービスの受入は、活動報告書に計上しています。
また計上額の算定方法は「3.施設の提供等の物的サービスの受入の内訳」に記載しています。

(5)消費税等の会計処理
消費税等の計算処理は税込方式によっています。

2.事 業別損益の状況

子ども達の将来の夢
を見いだし、実現を

支援する事業
合計

64,000

47,604

1.正会員受取会費
2.受取寄附金
3.利用者受取会員費
4.受取助成金等
5.事業収益
6.施設等受入評価益
7.保険料

経常収益計
Ⅱ 経常費用
(1)人件費

給料手当

役員報酬

退職給付費用

福利厚生費

人件費計
(2)保険料

通信運搬費
活動費
会議費
諸謝金
交通費
施設等評価費用
交際費
会場費
流派登録費
図書費
短期借入金返済
研修費
消耗品費
その他経費計

経常費用計

科 目

3,450
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1.084.240

ｎ

ｖ

1.082.201

福祉に関する
相談支援事業 事業部門計

ｎ

Ｖ 932.340

ｎ

ｖ
ｎ

ｖ

38,775
0

37,498
770

480,000
57,600
103,200

0

13,000
58,000

0

0
3,450

32_798
ｎ

ｖ

3.施 設の提供等の物的サービスの受入の内訳



公立小学校の体育館
の無償利用

103,200 大田区公共施設利用料金表

借入金の増減内訳

その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかにするために
必要な事項

事業費と管理費の按分方法

各事業の経費及び事業費と管理費に共通する経費のうち、諸謝金及び旅費交通費については従事割合に基づき按
分しています。
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法人名:MЮ法人Ⅵ昴肥プラス

令和3年  3月 31日現在
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現金預金

手許現金

郵貯銀行
さわやか信用金庫

流動資産合計
2.固定資産

固定資産合計
資産合計

Ⅱ負債の部
1.流動負債

流動負債合計
2.固定負債

固定負債合計
負債合計



書式第 18号 (法第 28条関係)

業 報 告 用

年度年間役員名簿 く常事業年度において役員であつたことがある全員●氏名及び住所又は居籠菫
びにこれらの者についての前事業年度における籠日の有饉を記載した名簿)

隔轟 ]F覇鷹蒻厭囚 プうス

1 確認事項 (法第20条及び第21条を確認の上、チェックを入れてください。)

□以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第20条関係)

□各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第21条関係)

2 役員一覧

役 名
どちらかにO

(フ リガナ)

住 所 又 は 居 所
前事業年度内の

就任期間
報酬を受けた期間
(該当者のみに記入 )

氏   名

1 0事・監事
セキグチ キヨト 平成31年 4月 16日

令和3年3月 31日

年  月  日

年  月  日関口 清斗

2 0事・監事

ドイ クイコウ 平成31年 4月 16日

令和3年3月 31日

年 月

月

日

日年土居 恵孝

3 0事・監事
タケウチ コウ 平成31年 4月 16日

令和3年 3月 31日

年  月  日

年  月  日竹内 更

4 ③事・監事
,f rz-{ a) 平成31年 4月 16日

令和3年3月 31日

年

年

月

月

日

日色部 耕

5 ①事。監事
ニナガワ ヨウヘイ 平成31年 4月 16日

令和3年3月 31日

年

年

月

月

日

日始川 洋平

6 ③事。監事
サフダ カナコ 平成31年 4月 16日

令和3年3月 31日

年

年

月

月

日

日澤田 香奈子

７

１ 0事 r監事
イシイ ノリコ 平成31年 4月 16日

令和3年3月 31日

年

年

月

月

日

日石井 乃里子

６
０ 理事,①事

セキグチ マ リコ 平成31年 4月 16日

令和3年 3月 31日

年  月  日

年  月  日関日 まり子

Ｑ

ｖ 理事・ 監事

年  月 日

日年 月

年  月  日

年  月  日

10 理事 。監事

年

年

月

月

日

日

年  月  日

日年 月



書式第4号 (法第 10条 。第 28条関係)

設 立 コ

員 名 簿 (社員のうち10人以上の者の名簿)

氏 名 住 所 又 は 居 所

1 日 清斗

2 みゆき

3 内 更

4 部 船

□ : 洋平

「 =:ロ

7 井 乃里子

「
こ

0 部 祐

10 臓―郎

11

12


